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【手続補正書】
【提出日】令和3年1月15日(2021.1.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（１）式Ａで表される構造のビニルエーテルをモノフルオロジクロロメタンと混合し、
式Ｂで表される構造の置換シクロプロパン化合物を得る工程；
　（２）式Ｂで表される構造の置換シクロプロパン化合物をＲ２ＯＨと混合し、式Ｃで表
される構造のアセタール産物を得てから、加水分解し、式Ｄで表される構造の２－フルオ
ロアクロレインを得る工程であって、前記式Ｂで表される構造の置換シクロプロパン化合
物とＲ２ＯＨの混合温度は８０～１５０℃である工程；或いは
式Ｂで表される構造の置換シクロプロパン化合物を水と反応させて開裂させ、式Ｄで表さ
れる構造の２－フルオロアクロレインを得る工程；
　（３）式Ｄで表される構造の２－フルオロアクロレインを酸化し、式Ｅで表される構造
の２－フルオロアクリル酸を得る工程であって、前記工程（３）の酸化において、用いら
れる触媒は、鉄塩、バナジウム塩、タングステン酸塩、コバルト塩、モリブデン塩、及び
それらから由来の複塩から選ばれるものであり、該酸化の反応における反応温度は０～６
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０℃である工程；
　（４）式Ｅで表される構造の２－フルオロアクリル酸をＲ３ＯＨと混合し、式Ｆで表さ
れる構造の２－フルオロアクリレートを得る工程であって、前記式Ｅで表される構造の２
－フルオロアクリル酸とＲ３ＯＨの混合温度は１０～５０℃である工程；
を含むことを特徴とする、式Ｆで表される構造の２－フルオロアクリレートの製造方法。
【化１】

　ただし、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３はそれぞれ、炭素原子数１～２０の脂肪族又は芳香族の
置換基である。
【請求項２】
　工程（１）で混合した後で発生する付加反応には、相間移動触媒が添加され；前記相間
移動触媒は、塩化テトラメチルアンモニウム、塩化テトラブチルアンモニウム、塩化テト
ラオクチルアンモニウム、塩化トリオクチルメチルアンモニウム、臭化テトラオクチルア
ンモニウム、塩化テトラヘキシルアンモニウム、ヨウ化テトラブチルアンモニウム、臭化
テトラブチルアンモニウム、およびヨウ化トリドデシルメチルアンモニウムからなる群か
ら選ばれる１種又は２種以上であることを特徴とする、請求項１に記載の製造方法。
【請求項３】
　工程（２）では、式Ｂで表される構造の置換シクロプロパン化合物とＲ２ＯＨの混合温
度は８０～１１５℃であることを特徴とする、請求項１に記載の製造方法。
【請求項４】
　工程（２）では、式Ｂで表される構造の置換シクロプロパン化合物とＲ２ＯＨの混合温
度は１１０～１１５℃であることを特徴とする、請求項１に記載の製造方法。
【請求項５】
　工程（２）では、式Ｂで表される構造の置換シクロプロパン化合物をＲ２ＯＨと混合し
、式Ｃで表される構造のアセタール産物を得てから、酸性条件下で加水分解し、式Ｄで表
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される構造の２－フルオロアクロレインを得ることを特徴とする、請求項１に記載の製造
方法。
【請求項６】
　前記酸性条件に用いられる反応物は、塩酸、硫酸、リン酸、ギ酸、及び酢酸から選ばれ
るものの水溶液である、請求項５に記載の製造方法。
【請求項７】
　工程（３）では、酸化に用いられる酸化剤は、亜塩素酸ナトリウム、次亜塩素酸ナトリ
ウム、３０％過酸化水素水、過酢酸、過安息香酸、メタクロロ過安息香酸、過硫酸ナトリ
ウム、ｔ－ブチルヒドロペルオキシド、酸素ガスおよび空気から選ばれるものであること
を特徴とする、請求項１に記載の製造方法。
【請求項８】
　工程（３）では、酸化に用いられる触媒は、鉄塩、バナジウム塩、タングステン酸塩、
モリブデン塩、及びそれらから由来の複塩から選ばれるものであることを特徴とする、請
求項１に記載の製造方法。
【請求項９】
　前記触媒は、塩化第二鉄、硫酸第一鉄、塩化第一鉄、タングステン酸、タングステン酸
ナトリウム、トリス（アセチルアセトン）鉄及びビス（アセチルアセトン）コバルトから
選ばれるものであることを特徴とする、請求項１に記載の製造方法。
【請求項１０】
　工程（４）では、混合温度は３０～４０℃であることを特徴とする、請求項１に記載の
製造方法。
【請求項１１】
　前記Ｒ１、Ｒ２およびＲ３はそれぞれ、炭素原子数１～１０の脂肪族又は芳香族の置換
基であることを特徴とする、請求項１に記載の製造方法。
【請求項１２】
　前記反応物は、塩酸水溶液であることを特徴とする、請求項６に記載の製造方法。
【請求項１３】
　前記酸化剤は、３０％過酸化水素水、過安息香酸、酸素ガス及び空気から選ばれるもの
であることを特徴とする、請求項７に記載の製造方法。
【請求項１４】
　前記Ｒ１、Ｒ２及びＲ３はそれぞれ、メチル基、エチル基、プロピル基及びブチル基か
ら選ばれるものであることを特徴とする、請求項１１に記載の製造方法。
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